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市政だより 交通事故相談日 11厚生国民年金

10月25日(火) • 11相談田

市役所市民相談室 11 10月26日(水)

10時-15時 11

ーなるべく事故に 11市役所市民相談室

t関係のある書類 11 
をご持参下さい 11 10時-15時
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本番に備えて
本町 2丁目アーケー ド商庖街 (JII原琢次理事長)は

10月8日、午前7時から1商居から火がでたとの想定

のもとに、消火活動、 避難誘導など実際さながらの訓

練を行いま した。

乙れは、 昨年、自衛消防隊 (金子道雄隊長)を組織

して以来、毎月 8日に行っているもので、この日も発

煙筒の煙がたちこ める中で、隊員の皆さんたちは日頃

割当られたホース係、誘導係などの任務に懸命に取組

んでいました。

また毎月、 訓練自には非常ベJレをならし、 付近住民

の人たちにも 、火災の恐しさ、と 、火の用心、 を呼び

かけています。

自衛消防訓練

本町2丁目アーケード商庖街
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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地域在宅福祉の推進を

地
域
の
在
宅
福
祉
の
推
進
を
呼

び
か
け
て
、
第
十
一
回
大
村
市
社

会
福
祉
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

大
会
は
、
午
前
中
は
老
人
福
祉

心
身
障
害
者
(
児
)
福
祉
、
母
子
福

祉
及
び
社
会
福
祉
の
四
部
会
に
分

か
れ
て
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
研
究
討
議
し
、
午
後
は
総
会
に

移
り
、
式
典
、
各
部
会
報
告
、
昼

食
休
み
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
映

画
鑑
賞
」
を
行
う
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
大

会
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

日
時
十
一
月
十
日
(
木
)

O
各
研
究
部
会
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
十
}
時
三
十
分
ま
で

。
総
会
午
後
零
時
四
十
分
か
ら

三
時
ま
で

場
所
総
会
場
市
民
会
館
本
館

ホ
ー
ル

O
第
一
研
究
部
会
場
〔
老
人
福
祉

部
会
)
市
民
会
館
大
会
議
室

O
第
二
研
究
部
会
場
(
身
心
障
害

者
(
児
)
福
祉
部
会
)

，館
本
館
ホ
l
ル

O
第
三
回
研
究
部
会
場
(
母
子
福

祉
部
会
)
福
祉
セ
シ
タ
l
集

会
室

O
第
四
研
究
部
会
場
(
社
会
福
祉

部
会
)
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室

市
民
会

福
祉
手
当
の
支
給
月

4
・
8
・
ロ
月
に
変
更

在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
に
支

給
し
て
い
ま
す
福
祉
手
当
の
支
給

月
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。
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孔
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ゑ

吋
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際

ゲ
日一一
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忠一
γ噛
赤

い

羽
根
は
、
た
す
け
あ
う
心
び
中
央
募
金
会
長
の
「
メ
ツ
セ

l

一

A

J
ぺ
類
似
…
…
凝
縮
畿

の

シ

ン

ボ

ル

で

す

。

ジ

」

が

到

着

し

ま

し

た

。

川

~

…
…
三
一
五
品
川
一
一
一
一
諜
現
在
、
募
金
運
動
期
間
中
で
す
あ
か
る
く
、
し
あ
わ
せ
な
社
三

十
勝
齢
齢
齢
酪
酪
睡
眠

が
、
十
月
一
日
全
日
空
機
第
一
便
を
築
く
た
め
に
、
共
同
募
金
に
ど
(

、

v

難
醸
園
田
富
圃
圃
圃

v

、
、
一
品
溜
掴
罰
事
議
事
で
「
赤
い
羽
根
」
と
厚
生
大
臣
及
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
~
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福 祉 大

市民11月10日

A
Q
宮社※ 

カ

ギ

し

て

る

9 

あ

な

た

の

愛

車

変
更
前
の
支
給
月

五
月
・
九
月
・
一
月

変
更
後
の
支
給
月

四
月
・
八
月
・
十
二
月

た
だ
し
、
十
二
月
支
給
分
に
つ

い
て
は
十
一
月
に
繰
上
げ
て
支
給

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

繰
上
げ
支
給
を
受
け
た
い
人
は

申
立
書
を
提
出
す
る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
十
月
三
十
日
ま

で
に
福
祉
課
ま
た
は
、
も
よ
り
の

出
張
所
に
申
立
書
を
提
出
し
て
下

さ
い
。申

立
書
は
福
祉
課
ま
た
は
出
張

所
に
あ
り
ま
す
の
で
印
鑑
持
参
の

う
え
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

申
立
書
提
出
期
限
十
月
三
十
日

自

転

車

国
保
事
業
の
現
状
は

一
億
三
千
三
百
万
円

④
療
養
費
(
柔
道
整
復
師
の
施
術

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
)

百
七
万
円

⑨
高
額
療
養
費
(
一
カ
月
の
自
己

国
民
健
康
保
険
の
目
的
は
「
被
負
担
額
が
三
万
九
千
円
以
上
支
払

保
険
者
の
疾
病
・
負
傷
・
出
産
・
わ
れ
た
と
き
)

ま
た
は
死
亡
に
関
し
て
必
要
な
保
千
百
九
十
万
円

険
給
付
を
行
う
乙
と
に
よ
り
、
国
④
助
産
費
(
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

民
健
寮
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
と
き
六
万
円
)

を
確
保
し
、

国
民
保
健
の
向
上
に
百
四
十
四
万
円

④
葬
祭
費
(
て
く
な
ら
れ
た
と
き

1
j

か

一

万

五

千

円

)

…

談

…

す

ノ

十

九

万

円

M

w

v

④
誠
灸
施
術
費

(
は
り
・
き
?
っ

…

相

…

で

施
術

一
回
に
つ
き
三
百
八
十
五

…

保

…

じ

円

〉

目

N

-

L

六
十
九
万
円

一

国

…

+

布

※

高

額

療

養

費

の

口

座

振

込

制

度

;
2
j
d

デ

」

利

用

に

つ

い

て

高
額
療
養
費
の
支
払
い
に
つ
い

寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
は
、
最
近
支
払
件
数
が
増
加
の

そ
の
財
政
は
保
険
税
と
国
庫
補
助
傾
向
に
あ
り
、
会
計
課
・
市
金
庫

金
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
の
窓
口
が
混
雑
し
、
皆
様
に
ど
不

な

っ

て

い

ま

す

。

便

を

お

か

け

し

て

い

ま

す

の

で

預

そ
乙
で
、
最
近
の
国
保
事
業
の
金
口
座
振
込
に
よ
る
支
払
方
法
も

う
ち
保
険
給
付
の
た
め
、
保
険
者
採
用
し
て
い
ま
す
。

(
市
)
が
一
カ
月
(
九
月
分
)
に
支
ご
希
望
の
人
は
、

保
険
年
金
課

払
っ
た
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
で
支
給
申
請
を
さ
れ
る
と
き
取
引

④
療
養
の
給
付
(
病
院
・
医
院
・
金
融
機
関
名
お
よ
び
口
座
番
号
を

歯

科

の

診

療

)

お

申

し

出

く

だ

さ

い

。

ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
す
か

l乙

は

必

ず

防

犯
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を
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※
 飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

…
全
国
防
犯
運
動

b
で
か
け
は

ひ
と
声
か
け
て

警
察
と
防
犯
協
会
の
主
催
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
全
国
一
斉
に
防

犯
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

実
施
期
間

十
月
二
千
七
日

l
十
一
月
二
日

(
七
日
間
)

目
的警

察
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

全
国
一
斉
に
防
犯
運
動
を
行
い
、

防
犯
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
と

カ
ギ
か
け
て

問
月
幻
日
!
日
月
2
日

と
も
に
実
践
活
動
に
よ
っ
て
住
み

よ
い
地
域
社
会
の
建
設
を
図
る
た

め。重
点侵

入
盗
(
あ
き
巣
ね
ら
い
な
ど
)

と
自
転
車
盗
な
ど
窃
盗
犯
の
防
止

具
体
的
な
活
動
内
容

(
警
察
の
活
動
ν

侵
入
盗
、
自
転
車
盗
が
多
く
発

生
し
て
い
る
地
区
を
重
点
に

O
警
戒
パ
ト

ロ
l
ル
の
強
化

。
住
宅
、
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し

て
の
一
斉
防
犯
診
断

。
自
転
車
所
有
者
に
対
す
る
防
犯

指
導

O
地
域
と
の
防
犯
乙
ん
談
会
な
ど

の
開
催

。
そ
の
外
こ
の
運
動
の
盛
り
上
げ

と
実
効
を
図
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

(
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
願
い
)

家
庭
で
、
職
場
で
、
町
内
会
活

動
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
自
主
防

犯
活
動
に
努
め
ら
れ
、
乙
の
運
動

に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

O
カ
ギ
、
そ
の
他
防
犯
設
備
の
見

直
し
点
検
と
整
備

O
外
出
時
の
カ
ギ
か
け
、
声
か
け

の
励
行

O
自
転
車
の
防
犯
登
録
、
カ
ギ
か

三り鏡さメ
種のがんガ九 ~ 
類たなはネ月 ~ 
をめく、の二 nr:::t 

ー にて市貞十 日I受
組と困役松七 Lζ 
に、つ所会日 笹原
し強てを吾、 三回
た・い 訪官 上 有9

老中るれ注:駅 !、
眼・お、信通 〔
鏡 弱年老出り 一

〈をの寄眼雲の ι 利
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下市ど 五 パ1
さ民の早組奉公 一仁
いの窓速贈 .ケ l 
。皆口福ら 芦 占

さに祉れで C 
ん 備 事 ま J， . I /〆八1 

お え務し
気て所た ず力l)
軽い、

lζ ま税 ZL 
ごす務 "...， 
利の課

け
、
安
全
保
管
の
励
行

O
警
察、

防
犯
協
会
、
市
な
ど
が

行
う
運
動
行
事
へ
の
積
極
的
な

参
加

「
統
一
標
語
」

お
で
か
け
は
、
ひ
と
声
か
け
て

カ
ギ
か
け
て
(
侵
入
盗
防
止
)

カ
ギ
し
て
る
?
あ
な
た
の
愛

車

(

自

転

車

盗

防

止

)

大
村
市
連
合
防
犯
協
会

大

村

警

察

署

月1 1 1 0月

薬物乱用防止強化月間

-ボンドなど〉〈シンナー

新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
ご
承
知

の
よ
う
に
、

覚
せ
い
剤
の
乱
用
が

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

水
道
料
金
の
集
金
人
及
び

集
金
区
域
が
変
わ
り
ま
し
た

同
閣

r
zwEム
ト
市
同
一円
一

一
並
松
郷
六
二
八
の
一
一
酉
大
村
地
区
の
一
部
一
昭
和
問
年

9
月
初
日
か
ら
一

一
辻

ハ

ヤ
ノ

一

附

酬

.
F重
同
二
昭
和
臼
年

3
月
白
日
ま
で
一

一諏
訪
七
区

一鈴
田

地

区

の一

部

一昭
和
回
年

9
月
部
日
か
ら
一

一

五
八
一
の
一
一
一

一

一

一
安
野
し
づ
ゑ

一大

村

地

区

一昭
和
同
年

3
月
別
日
ま
で
一

タ

増
加
の
一
途
に
あ
り
、
本
年
六
月

ま
で
の
半
年
間
で
、
昨
年
一
カ
年

の
検
挙
件
数
を
上
回
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド
、

ト
ル
ヱ
ン
な
ど
の
有
機
溶
剤
の
乱

用
も
依
然
と
し
て
跡
を
絶
た
な
い

状
況
で
、
特
に
本
市
で
は
、
青
少

年
の
乱
用
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

薬
物
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
用

に
よ
る
影
響
は
、
幻
視
、

幻
聴
に

始
ま
り
、
吐
き
気
や
、
け
い
れ
ん

な
ど
を
起
し
、
重
症
の
場
合
は
、

脳
ま
で
侵
さ
れ
、
呼
吸
マ
ヒ
で
死

亡
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
乱
用
者
に
よ
る
事
故
、

事
件
が
発
生
し
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
乙
と
か
ら
、
全
国
的

/ セ少年

に
十
月、

十

一
月
を
薬
物
乱
用
防

止
強
化
月
間
に
あ
て
、
警
察
を
始

め
、
地
区
指
導
者
、
少
年
補
導
員

や
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、

防

止
強
化
運
動
を
推
進
し
、
成
人
者

は
勿
論
、
次
代
を
担
う
青
少
年
が

こ
う
し
た
薬
物
の
犠
牲
に
な
ら
な

い
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ど
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

乱
用
者
や
吸
入
し
て
い
る
人
を

発
見
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
通
報
し
て

下
さ
い
。

大
村
警
察
署

血
③

l
三
一
二
六

少
年
セ
シ
タ
!

血
②
l
四
三
二
一
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市政だより

明るく健康で住みよい町に

例条全保境環

〔解説3コ

大
村
市
環
境
保
全
条
例
は
、
市

事
業
者
、
市
民
の
三
者
が
一
体
と

な
っ
て
、
市
民
が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
営
む
た
め
に
環
境
の
保

全
、
公
害
の
防
止
に
努
め
、
明
る

く
健
康
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。ど

う
か
美
し
い
郷
土
大
村
市
の

生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
全

て
の
市
民
、
事
業
主
の
み
な
さ
ん

の
ど
理
解
と
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。環

境
保
全
条
例
は
、
第
一
章
総

則
、
第
二
章
環
境
保
全
、
第
三
章

公
害
防
止
の
三
章
二
十
条
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
二
固
に
わ
た
っ
て

第
一
章
の
総
則
関
係
、
第
二
章
の

環
境
保
全
関
係
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
第
三
章
の
公
害

防
止
関
係
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
三
章
公
害
防
止

第
十
六
条
は
「
公
害
の
監
視
及

び
公
表
」
で
、
市
長
は
、
公
害
の

発
生
諒
、
発
生
原
因
及
び
発
生
状

況
を
監
視
、
論
査
す
る
と
と
も
に

あ
き
ら
か
に
公
害
が
発
生
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状
況

を
公
表
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す

第
十
七
条
は
「
公
害
防
止
施
設

の
整
備
」
で
、
事
業
者
は
、
事
業

活
動
に
伴
う
ば
い
煙
、

粉
じ
ん
な

ど
に
よ
る
大
気
の
汚
染
、
河
川
な

ど
の
公
共
水
域
の
水
質
の
汚
濁
、

鶏轟轟関艶罵鞭明臨轄す榊
~~密書「 総会議叡議翠盈韓議察艶議努益重量，.~終認 f 

議君!被鱗篤警鵜獲さげず¥え

v iZ犠訓輔議:
の進 寄場九
のが各りで月第 ィ"7

ちあ地が開二三 フミ7
競り区参か十回 イノ
技 、ど加れ八老 主主 'l 
に開とし、白人 生:::t .> 
入会のま約、ス ぃ花 f
り式堂し二市ポ ¥(.. :1:与
ま 、々た千営^ 小型 c 
し長の 。 人 陸 ッ ノ、「寸
た寿入 の上大 l:r 日 f 
。 体 場 お競会 V'- ム
操行年技が老は ι

(山を旦ぞ走 5立土人 色
1Et伝マロ z霊ス日;

んまぎラマ見 l乙 升さ .子
おしわソンせ入 旬、 ~ 
ったいンス、る l 仇

か。、な旅五と " ，け 〉
れ 楽ど行十皆 'ノ 」

jEhZJ?三木ん
で ー 彩 !ト若今ミ//
し 日な Jレ Jレいー".'

た を種運競と

※ 

11月1日から施行

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

騒
音
、
悪
臭
、
振
動
及
び
廃
棄
物

な
ど
に
よ
っ
て
公
害
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
適
正
な
防
止
施
設
や
処

理
施
設
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

第
十
八
条
は
「
公
害
防
止
協
定
」

で
、
事
業
者
は
、
市
長
が
必
要
と

認
め
た
と
き
は
、
市
長
と
公
害
な

ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
協

定
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
第
十
九
条
は
「
指
導
・
勧
止
己

で、

市
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行

に
関
し
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は

当
該
関
係
者
に
対
し
適
切
な
指
導

.
勧
告
を
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す

ま
た
指
導

・
勧
告
に
あ
た
り
必

要
な
場
合
は
他
の
行
政
機
関
な
ど

(
保
健
所
、
土
木
事
務
所
、
建
設

省
、
警
察
な
ど
)
を
通
じ
適
切
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す

第
二
+
条
は
「
助
成
」
で
、
市

長
は
、
事
業
者
が
行
う
公
害
防
止

の
た
め
の
施
設
の
設
置
、
改
善
ま

た
は
移
転
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
資
金
の
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
必

要
な
助
成
に
努
め
る
も
の
と
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
「
附
則
」
と
し
て
、
こ

の
条
例
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
外
、
協
議
(
届
出
)
書
の

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

~

年

末

特

別

融

資

…

ご

利

用

下

さ

い

ん

一
対
象
市
内
で
一
年
以
上
事
業
三
月
三
十
一
日
ま
で
(
五
カ
ん

ん

を

継

続

し

て

い

る

事

業

所

月

)

一

使

途

及

限

度

額

利

息

(

含

保

証

料

)

七

・

五

%

一

一

運

転

資

金

二

百

万

円

以

内

※

詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
ま
…

一

融

資

期

間

十

一

月

一

日

か

ら

た

は

商

工

会

議

所

へ

一

用
紙
は
、
生
活
環
境
課
公
害
係
に

備
え
つ
け
て
い
ま
す
。

以
上
で
環
境
保
全
条
例
の
説
明

を
終
り
ま
す
が
、
明
る
く
健
康
で

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
み
な
さ
ん

「地価調査価格を「

閲覧します」

ご利用下さい

一
般
の
土
地
取
引
に
お
け
る
地

価
の
水
準
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

の
ど
理
解
と
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。(

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
公

害
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
)

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
価

公
示
法
及
び
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
い
て
、
標
準
地
の
価
格
(
一

月
一
日
及
び
七
月
一
日
現
在
)
が

公
表
さ
れ
、
土
地
取
引
価
格
の
目

安
と
な
っ
た
り
、
公
共
用
地
の
取

得
価
格
の
算
定
基
礎
資
料
な
ど
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
閲
覧
に
供
す
る
た
め

関
係
台
帳
を
市
用
地
課
に
備
え
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

日
剛
一

~

一
一
一
二

J

一

司
川

F

一
一
一
二
一
〈
/
白

川
一
せ
一
ご
と
と

品
一
ら
こ
¥
¥
ム
込
、
一

四
一
し
同
一
夜
、
三

川
一
お
関
ぷ
ト
二

りおおむ市政だより(5) 

注
射
と
検
診

圃
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

県
知
事
告
示
に
よ
り
予
防
接
種

対
象
者
が
三
歳
か
ら
十
八
歳
(
高

等
学
校
生
徒
)
ま
で
の
集
団
生
活

11月の日曜当番医

を
営
む
幼
児
、
児
童
、
生
徒
と
な

っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
保
育
所
か
ら
高
等
学
校

に
至
る
各
国
学
校
で
は
、
実
施
計

画
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
外

へ
の
通
学
生
の
場
合
、
通
学
地
で

の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
の

で
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

予
防
接
種
は
二
回
行
い
ま
す
。

第
一
回
目
十
一
月
九
日

第
二
回
目
十
二
月
六
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か

ら
二
時
三
十
分
ま
で

料

金

無

料

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
西
三
城
町
)

置
妊
婦
教
室

毎
月
市
役
所
健
康
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す

が
、
十
一
月

は
中
地
区
公

民
館
で
下
表

の
と
お
り
行

い
ま
す
。

午前日時~午後 6時

午
後

一
時
三
十
分

時
間

診療時間

ー
四
時

場

所

中

地

区
公
民
館

(
中
央
町
パ

ス
停
下
車
)

圏

3
歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
九
年
四
月
生
れ

の
幼
児
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
昭

和
四
十
八
年
十
月
か
ら
四
十
九
年

三
月
生
れ
で
ま
だ
健
康
診
査
を
受

け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て
下

大」い。

日
時
十
月
二
十
七
日
(
木
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分
午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
、
百
日
咳
な
ど
病
気
に
か

妊婦教
|月日 | 内

111月 9日 ;。はじめて母親となる心得
iL第1回51 。妊娠中の保健(乳房のマッサージの実習〉

\;;P.L~) I 0映画、生命の創造'

111月16日 !。産後の保健

|(第ml:開i委232TPのさせ方の実習)

|百 25日
I
:妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習〉

l (第3回) |。安産のために(補助動作、妊婦体操の実習)
1 

岡 市百日 i。乳幼児の環境と性格 l I 

(第4回) I。家庭の幸せのために(家族計画)

"'" 廿
表手呈日室

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

か
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
次
回

に
お
受
け
下
さ
い
。
(
毎
月
第
四

木
曜
日
)

薗こんにちは保健婦です

11月の健康相談室の日程

| 内 容 |
月日 19:00-...11:001 13:00-...16:001 

11月2日(水)1乳幼児相談 し f 一一一|

|11月 7叩妊婦相談 |一般健康相談 (

11月 16 日(水) 1 乳幼児相談 I____~------

111月21日叩 |妊婦相談 |一般健康相談 i

試

験

国側
技
能
検
定
試
験

受
験
申
込
十
月
末
日
ま
で

実
施
期
間
十
一
月
三
十
日
か
ら

一
一
月
二
十
三
日
ま
で
の
聞
に
各

職
種
ご
と
に
実
施

@
合
格
者
に
は
一
級
お
よ
び
二
'級

の
技
能
士
の
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す

。
詳
し
く
は
長
崎
県
職
業
訓
練

課

軍

(
O九
五
八

)
@
l
一

一
一
一
、
ま
た
は
長
崎
県
技
能

検
定
協
会
血

(
O九
五
八
)

⑮
l
八
六
五
四
へ

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

圃
4
級
小
型
船
舶

操
縦
士
試
験

十
一
月
二
十
二
日
大
村
市
に
お

い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
希
望
の
人
は
大
村
遊
漁
組

合
事
務
所
(
片
町
渡
辺
芳
明
方
E

②
|
二
八
三
一
)
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

国
危
険
物
取
扱
者

試
験
と
準
備
講
習
会

試
験
日
十
二
月
四
日
(
日
)

試
験
の
種
類
甲
・
乙
・
丙
種

願
書
受
付
期
間
十
月
三
十
一
日

ー
十
一
月
五
日

受
験
準
備
講
習
会

-
甲
・
乙
種
十
一
月
十
六
・
十

七
日
市
民
会
館

(
午
前
九
時
l
午
後
四
時
)

-
丙
種
十
一
月
十
三
日
労
働

会
館
(
午
前
九
時

t
午
後
四
時
)

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署
予
防
係

へ
血
②
l
四
一
三
八

習

会

日 !診療科目 [病(医)院名 |所在地 |電話

科 |松尾医院l玖島円2-441

科佐藤外科 杭 出 津2-3070

13
1

内 科 [琴尾医 院 |酉三城i240563
整形外科橋口整形竹松本町5-8739

4児il中村医院

i

春日 ly-2733
田崎外科古 3-1234 

271 
外

内 科

i

松永医院

r馬一
43

科渡辺医院 の郷5-8546

講
圃
木
版
画
に
よ
る

手
づ
く
り
年
賀
状

教

室

つ
く
っ
て
楽
し
く
、
も
ら
っ
て

嬉
し
い
木
版
画
に
よ
る
「
手
づ
く

り
年
賀
状
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
十
一
月
九
日

t
十
二
月
十

四
日
、
毎
週
水
曜
日
、
午
後
七

時
l
九
時
(
六
回
)

場
所
中
央
公
民
館

対

象

成

人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
自
己

負
担
)

講
師
岩
永
憲
治
先
生

申
込
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
ハ

ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。
(
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

一
申
込
先
中
央
公
民
館
久
原
郷

一
の
一

E
②
l
四
三
二
一

園
第
包
囲

家
庭
教
育
映
画
会

映
画
「
P
T
A
に
学
ぶ
」

P
T
A
に
無
関
心
で
無
知
で
あ

っ
た
主
婦
が
委
員
に
な
り
、
様
々

な
問
題
を
体
験
し
な
が
ら
P
T
A

活
動
に
目
覚
め
、
自
己
に
目
覚
め

て
い
く
過
程
を
描
き
、
全
員
が
P

T
A
K
自
分
か
ら
参
加
す
る
意
義

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
五
日
(
火
)

午
前
十
時
か
ら

中
央
公
民
館

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

血
②
l
四
三
二
一

申場
込 所
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募

集

園
私
立
幼
稚
園
・
園
児

十
月
二
十
日
か
ら
次
の
私
立
幼

稚
園
で
願
書
を
配
布
し
ま
す
の
で

ご
希
望
の
幼
稚
園
へ
申
込
ん
で
下

さ
い
。

対
象
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か

ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児
合
一
・
四
・

五
歳
)

向
陽
幼
稚
園
也
③
|
四
八
二
O

星
美
幼
稚
園
血
②
|
二
四
七
三

聖

母

幼

稚

園

E
@
l
二
O
四
八

※
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
へ

国
自
衛
官
(
各
種
V

防
衛
・
一
入
学
校
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
)
二
十
一

歳
未
満
の
男
子

募
集
期
間
十
月
三
十
一
日
ま

で

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
)
二
十
一

歳
未
満
の
男
子

募
集
期
間
十
一
月
四
日
ま
で

看
護
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
)
二
十
二

歳
未
満
の
女
子

募
集
期
間
十
一
月
四
日
ま
で

ニ
等
陸
・
海
・
空
士

資
格
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳

※ 

未
満
の
男
子

募
集
期
間
常
時

※
詳
し
く
は
市
役
所
市
民
課
ま
た

は
募
集
事
務
所
(
大
村
部
隊
内
)
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

園
大
村
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
会
員

対
象
初
心
者

小
学
一
・
二
年
生
十
人

小
学
三
年
生
以
上
四
十
人

(
た
だ
し
、
学
年
は
昭
和
五
十

三
年
度
)

入
会
金
二
千
円

会
費
月
二
千
円

保
険
料
年
六
百
円

入
会
資
格
医
師
の
診
察
に
合
格

し
た
人

入
会
受
付
十
月
三
十
一
日
ま
で

た
だ
し
、
定
員
に
達
し
た
と
き

は
締
め
切
り
ま
す

練
習
市
民
体
育
館
で
ト
レ
!
ニ

ン
グ
、
お
よ
び
月
二
回
小
浜
温

泉
プ
ー
ル
使
用

申
込
お
よ
び
問
合
せ
古
町
五
回

三
ノ
三
大
村
地
区
水
泳
連
盟

高
月
明
宅
凪
③
l
一
四
二
三
ま

た
は
市
役
所
財
政
課
高
月
へ

副
読
書
感
想
文

市
立
図
書
館
は
、
秋
の
読
書
週

間
行
事
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お

り
読
書
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
一
般
社
会
人
(
市
内

在
住
者
)

テ
I
マ
題
名
は
自
由
(
読
書
感

想
・
読
書
生
活
・
そ
の
外
読
書

に
関
す
る
も
の
)

原
稿
枚
数
回
百
字
詰
五
枚
程
度

締
切
日
十
一
月
三
十
日

送
付
先
武
部
郷
三
二
三

市
立
図
書
館

応
募
方
法

ィ
、
作
品
は
一
人
一
点
と
す
る

ロ
、
作
品
の
前
に
題
名
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
(
読
書
感
想
文

に
あ
っ
て
は
、
文
の
終
り
に
書

名
、
著
者
名
)
を
記
入
の
乙
と

ハ
、
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

そ
の
外
、
優
れ
た
作
品
は
「
読

書
感
想
文
集
」
に
登
載
し
て
、
そ

の
文
集
な
ら
び
に
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

圏
県
勤
労
者
美
術
展
の

作

品

種
目
絵
画
(
洋
画
、
日
本
画
、

南
画
)
、
書
道
、
写
真

出
品
者
の
資
格
県
内
に
居
住
し

県
内
に
勤
務
先
を
有
す
る
勤
労

者
。
た
だ
し
、
出
品
種
目
を
職

業
と
す
る
も
の
を
除
く
。

展
示
原
則
と
し
て
出
品
さ
れ
た

作
品
は
、
全
部
展
示
す
る
。
た

だ
し
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
制

限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

出
品
点
数
各
種
目
と
も
自
作
未

発
表
の
も
の
で
一
人
一
点

。
出
品
希
望
者
は
、
申
込
み
と
同

ウ
3
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5

・re-f〉
-3
‘E---t't
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H

大
村
ま
つ
り
H

開

催

γ

多

数

ご

来

場

を

ゾ

d

《

叫

日

時

十

一

月

三

日

(

祝

)

鍬

お

ど

り

v

川

午

後

一

時

1
四

時

三

十

五

分

(

大

村

鍬

踊

保

存

会

)

V

ペ
場
所
市
役
所
横
市
営
野
球

仮

装
行
列
(
市
料
飲
居
組
合
)

V

V

場

荒

平

・

水

計

浮

立

(

荒

平

・

A

川

出

演

科

目

水

計

浮

立

保

存

会

)

山

、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

寿
古
踊

(
寿
古
踊
保
存
会
)
ザ

ハ

(

大

村

部

隊

音

楽

隊

)

樽

み

こ

し

~

ザ
パ
ト
ン
ト
ワ
ラ

i
ズ

(

主

管

大

村

青

年

会

議

所

)

九

伊

(

向

陽

高

等

学

校

)

仮

装

カ

ー

ニ

バ

ル

ベ

V

重

井

田

浮

立

(

大

村

駐

と

ん

四
部
隊
)
叫

(
(
重
井
田
浮
立
保
存
会
)

市
民
の
お
祭
り
で
す
o

u

八

民
踊
道
行
(
連
合
婦
人
会
一
)
多
数
ご
来
場
下
さ
い
。

川

A
r
a
-
-
k
f
'
f
z
f
J
'j
y
〉
t
f
f
J
J
'
、，
t
，
t
f
J
E
r
y
-
-
ら
，
一
〈

-
J
~

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

時
に
搬
入

搬
入
期
日
来
年
一
月
五
日

l
十

ロ
u

搬
入
場
所

O
長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館
内

長
崎
労
政
事
務
所

O
佐
世
保
勤
労
セ
ン
タ
ー
内

佐
世
保
労
政
事
務
所

会
場
・
会
期

O
長
崎
玉
屋
デ
パ
ー
ト

来
年
一
月
二
十
七
日

t
三
十
一

口同

O
佐
世
保
玉
屋
デ
パ
ー
ト

来
年
二
月
十
七
日

t
二
十
一
日

※
詳
し
く
は
県
労
政
福
祉
課
(
E

O
九
五
八
@
l
一
一
一
一
)
、
ま

た
は
、
長
崎
労
政
事
務
所
(
E
O

九
五
八
@
l
一
四
五
六
)
、

佐
世

保
労
政
事
務
所
(
E
O
九
五
六
@

l
四
四
三
九
)
へ

-
秋
季
慰
霊
祭

芝
の
植
付
な
ど
新
し
く
整
備
さ

れ
ま
し
た
忠
霊
塔
で
、
慰
霊
祭
が

次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
ι

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
拝

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
参
列
さ
れ
る
遺
族
の
人

の
遺
族
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話

人
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届

か
な
い
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
福

祉
課
、
各
出
張
所
ま
た
は
、
遺
族

会
で
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

日
時
十
月
二
十
日
(
木
)

午
前
十
時
三
十
分
間
式

場
所
長
崎
県
忠
霊
塔

(
前
号
で
十
時
間
式
と
な
っ
て

い
ま
し
た
の
は
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
)

※
忠
霊
塔
付
近
で
一
般
車
輔
の

通
行
を
一
部
制
限
し
ま
す
の
で

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

も

よ

お

し

N 

01 -l.一
千干 l 

Z';-t.z:神tl

日~，~占骨、

:忠霊塔i
=、、¥、ふ.:--........::

へ
い
お

通
行
制
限
道
路

凡
例
ム

・

交

通

指

導

員

戸

の

通

行
止
標
示
板

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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おおむ市政だより(7) 

※ 

カ

ギ

し

-
農
林
水
産
ま
つ
り

り

市
内
の
農
林
漁
業
者
が
相
互
理

解
と
強
固
な
連
帯
意
識
を
盛
り
上

げ
、
更
に
地
域
住
民
に
深
い
理
解

と
協
力
を
求
め
な
が
ら
第
一
次
産

業
従
事
者
の
地
位
の
向
上
と
暮
し

の
安
定
を
計
り
、
か
つ
地
域
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
乙
と
を
目
的

に
次
の
と
お
り
農
林
水
産
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
従
来
同
日
開
催
し
て
い

た
相
撲
大
会
は
切
離
し
て
開
催
し

ま
す

相
撲
大
会

開

催

日

十
月
三
十
日

場
所
大
村
市
農
協
運
動
場

農
林
水
産
物
の
品
評
会
・
展
示
即

売
・
畜
産
共
進
会
・
生
活
展
・
小

学
生
作
品
展
・
盆
栽
展

開
催
日
十
二
月
三
・
四
日

場
所
大
村
市
農
協
会
館
周

辺

由
人
形
劇

H
F
「
勘
作
ば
な
し
」

，
z

f

巡
回
公
演

大
村
青
年
会
議
所
で
は
、
明
日

の
大
村
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
に

ふ
る
さ
と
へ
の
関
心
、
意
欲
、
そ

し
て
愛
着
心
を
抱
か
せ
る
た
め
に

郷
土
に
う
づ
も
れ
た
民
話
「
勘
作

ぱ
な
し
」
を
人
形
劇
と
し
て
取
り

上
げ
、
次
の
日
程
で
巡
回
公
演
し

て

あ

る

9 

ま
す
の
で
多
数
ご
覧
下
さ
い
。

日
時
・
場
所

①
十
月
二
十
二
日
(
土
)

三
浦
小
学
校
体
育
館

午
後
一
時
1
二
時

上
久
原
公
民
館

午
後
四
時

t
五
時

@
十
月
二
十
三
日
(
日
)

松
原
公
民
館

午
前
十
時

t
十
一
時

福
重
出
張
所

午
後
一

時

i
二
時

萱
瀬
出
張
所

午
後
三
時

t
四
時

①
+
月
二
十
九
日
(
土
)

福
祉
セ
ン
タ
ー

午
後
二
時

t
三
時

竹
松
出
張
所

午
後
四
時
i
五
時

@
十
月
三
十
日
(
日
)

鈴
田
小
学
校
体
育
館

午
前
十
時

t
十
一
時

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

午
後
一
時

t
二
時

諏
訪
公
民
館

午
後
三
時

t
四
時

-
中
央
公
民
館

グ
ル
ー
プ
作
品
展
J

中
央
公
民
館
の
教
室
が
動
機
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
日
ご
ろ
の
成
果
を
展
示
発
表
す

る
と
共
に
、
グ
ル
ト
プ
相
互
の
交

な

た

愛

車

の
流
を
図
る
グ
ル
ー
プ
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。

i

秋
の
ひ
と
と
き
を
、
お
楽
し
み

下
さ
い
。

日
時
十
一
月
三
日

t
六

日

午

前
九
時
l
午
後
四
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

展

示

油

絵

・
組
ひ
も
・

写
真

・

墨
絵

・
木
彫
・
リ
ボ
ン

フ
ラ
ワ

ー
・
ガ
リ
パ
ン
(孔
版
画
)・

書

道
・
手
芸

・
母
と
子
の
絵
画

・

人
形
劇
・
手
づ
く
り
の
お
や
つ

-
秋
の合

同
グ
ル
ー
プ
展

中
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
十
七
の
グ
ル
ー
プ
が
、
秋
恒
例

の
合
同
グ
ル
ー
プ
展
を
開
き
ま
す

日
時
十
一
月
三
日
(
木

)
l
七

日
(
月
〉

午
前
九
時

t
午
後
五
時

場
所
中
地
区
公
民
館

多
加
グ
ル
ー
プ
油
絵

・
あ
ざ
み

(
料
理
)
・
安
達

(
牽
道
〉
・

池

坊

(華
道
〉
・
手
芸
・
陶
芸
・

友
の
会
・
俳
句
・
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

・
峰
友
会
(
書
道
Y
・
墨
影
会

(
南
画
)
・
和
裁

な
お
、
お
茶
の
点
前
を
次
の
期

間
中
行
っ

τい
ま
す
。

。
三
百

裏
手
家
流

すい
四
日

告
茶
実
会

自

転

車

に

は

五
日

表
千
家
流

六
日
宗
偏
流

O
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ
l

グ
ル
ー
プ
作
品
の
パ
ザ
l
を
行

い
ま
す
。

パ
ザ
!
の
品
は
、
手
作
り
の
ケ

ー
キ
・

手
芸

・
刺
し
?
っ
・
南

S

「画

・
和
裁
グ
ル
ー
プ
の
作
品
で

す。
-
児
童
読
書
感
想

発
表
大
会

市
立
図
書
館
は
、
読
書
週
間
に

ち
な
ん
で
児
童
読
書
感
想
発
表
大

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

日
時

十
月
二
十
四
日
(
月
)

午
後
二
時

会

場

市

民
会
館
三
階
ホ
ー

ル

出
演
者
市
内
小
学
校
推
せ
ん
者

十
八
人

お
誘
い
合
せ
の
上
多
数
ど
来
聴

下
さ
い
。

回
第
刊
回

良
い
映
画
を
見
る
会

日
時
・
場
所

十
月
二
十
七
日
(
木
)

午
後
四
時
l
五
時

中
央
公
民
館

対
象

小
?
中
学
生

必

ず

防

犯

登

録

を

入
場
料

無
料

映
画
「
草
原
の
わ
ん
ぱ
く
そ
う

ど
う
」
|
馬
と
子
供
た
ち
|

@
十
六
ミ
リ
・
カ
ラ
1
作
品

文
部
省
選
定
、
厚
生
省
中
央

児
童
福
祉
審
議
会
推
せ
ん
、

日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
推

せ
ん
、

優
秀
映
画
鑑
賞
金
推

せ
ん
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
映
画

祭
児
童
映
画
部
門
銀
賞

解
説

美
し
い
映
像
で
詩
情
ゆ
た

か
に
描
く
、
中
央
ア
ジ
ア
の
大

草
原
に
躍
動
す
る
子
ど
も
た
ち

と
子
馬
の
愛
と
友
情
の
傑
作
/

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
l
へ

E
@
l
四
三
二
一

圃

国

30 -= 
周比

崎
年.

記 T
d会、 J、、

竺病
イ7 ー

院
事

看

護
且4
寸ー

校

本
看
護
学
校
は
、
昭
和
二
十
二

年
十
月
一
日
開
学
、
本
年
十
月
一

日
で
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が

次
の
と
お
り
記
念
行
事
を
行
い
ま

す
の
で
、

多
数
お
出
か
け
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

月日 |場所 |時間 | 行事の内容

シンポジ ュ会 「看護の本質、

い。教ま育看の護立に場問かわられるもの」

13 :，00，，¥ 与。学生の立場から
~， ・

11/2 市民会館

15 : 20" 。臨床指導者の立場から

。医師の立場から

(水) 。患者の立場から

。行政官の立場から

15 : 30 記念講演 「看護の本質ー

いま看護、に問われるもの」

17: 00 I演者薄井坦子 千葉大学教授

l 1900i 11/5 看護学校 l 看護展
(土)I '= ~ " -，-"-I 16 ~ 00 

[9:川
11/6 

看護学校 l 看護展
15 : 00 

(日) |10m 本 院 l 一日看護婦(婦人会、高校生〉
14 : 00 



(8) 

-1坪
農
園

「
イ
モ
掘
り
」

り

一
坪
農
園
に
ま
ち
に
ま
っ
た
収

穫
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

六
月
十
二
日
に
サ
ツ
マ
芋
の
苗

さ
し
を
さ
れ
た
人
は
お
集
ま
り
下

さ
い
。

日
時

おお む

十
月
三
十
日
(
日
〉

午
前
十
時

場
所

森
園
森
林
公
園

持
参
す
る
も
の
ス
コ
ッ
プ
な
ど

の
イ
モ
を
堀
る
道
具
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
弁
当
、
水
筒
、
汁
わ
ん

※
イ
モ
掘
り
終
了
後
、
昼
食
と
し

そ
の
時
、
豚
汁
を
出
し
ま
す
の

市政だより昭和52年10月15日
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で
必
ら
ず
汁
わ
ん
を
持
参
し
て

下
さ
い
。

大
村
青
年
会
議
所

四
校
に
よ
る
野
球
大
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
十
月
二
十
三
日
(
日
)

※
雨
天
の
場
合
中
止

会

場

市

営
野
球
場

・

組
合
せ

e

e

2

、
一〔ず

「

-
第

一
誠
合
ハ九
時
三
O
牙
i
〉

九
州
学
院
対
大
村
王
業

・
第
二
試
合
(
十
二
時

O
O分
t
)

九
州
学
院
対
佐
世
保
工
業

-
第
三
試
合
(
十
四
時
三
O
分

t)

佐
世
保
工
業
対
大
村
高
校

入
場
料

無
料

-
市
民
軟
式
庭
球

(
A
・B
・C
)
大
会

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で

多
数
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
十
月
二
十
三
日
(
日
)

九
時
三
十
分
か
ら

会
場

市
営
庭
球
場
(
大
村
公
園

ボ
ー
ト
場
側
)

参
加
資
格

市
内
在
住
者
(
除
く

学
生
)

種
目

A
:
・初
心
者
及
び
二
年
以

内
の
経
験
者
の
男
女

B
・・
・前
年
度
C
組
優
勝
者
及
び

五
年
以
内
の
経
験
者
男
子
と
女

子

ス
ポ
ー
ツ

圃
市
営
野
球
場

ス
タ
ン
ド
改
築
記
念

招
待
野
球
大
会

か
ね
て
建
設
中
で
し
た
ス

タ
ン

ド
が
完
成
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て

県
外
か
ら
熊
本
県
の
九
州
学
院
、

県
内
か
ら
佐
世
保
工
業
高
校
、
地

元
大
村
高
校
、
大
村
工
業
高
校
の

一

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一

一
社
会
福
祉
事
業
費
(
金
一
封
)
ん
は
、
亡
夫
熊
太
郎
さ
ん
の
忌
明

V

古
町
五
区
の
亀
井
光
子
さ
ん
は

V
市
内
匿
名
氏
さ
ん
は
金

一
封
を一

一
v玖
島
町
の
永
田
次
雄
さ
ル
は
亡

に

亡

夫

英

雄

さ
ん
の
忌
明

に

一

一母
ハ
ン
さ
ん
の
忌
明
に

V
駅
通
り
若
人
会

(会
長
相
田
勲

V

鬼
橋
町
の
谷
野
喜
美
子
さ
ん
は

大

村

子

供

の

家

へ

ご

預

託

一

一
V
福
岡
市
西
区
高
取
二
丁
目
の
山
男
)
の
皆
さ
ん
は
、

上
駅
通
り
夜

亡
夫
博
さ
ん
の
忌
明
に

V
本
町
二
丁
目
の
赤
水
清
春
さ
ん
一

一崎
ミ
チ
ヨ

さ
ん
は
亡
夫
中
川
内
貞

市
の
売
上
金

一
部
を

V

玖
島
町
の
寺
井
大
八
さ
ん
は
、
は
、

商
品
無
人
販
売
売
上
金
を
一

一勝
さ
ん
の
忌
明
に

V

原
郷
二
四
三
の
山
口
弥
六
さ

ん

亡

母
喜
子
さ
ん
の
忌
明
に

V
日
泊
郷

一
三
二
七
の
浦
田
フ
ミ
一

一
V
古
町
の
岩
本
五
郎
さ
ん
は、

売

は、

亡
父
亀
市
さ
ん
の
忌
明
に

V
武
部
郷

一
四
七
九
の
倉
橋
ヨ

シ
さ
ん
は
、
金
一

封
と
子
供
用
は
ん
一

一上
金
の一

部
を

v
竹
松
本
町
の
森
政
幸
さ
ん
は
、
ヱ
さ
ん
は
、
亡
夫
正
さ
ん
の
忌
明

て
ん
一

着
を

一

一
V
小
路
口
市
営
第
三
住
宅
の
宮
崎

亡
母
ツ
ル
さ
ん
の
忌
明

に

に

一

一喜
久
江
さ
ん
は
、
亡
夫
政
義
さ
ん

V

上
杭
出
津
五
七
ニ
の
福
井
文
太

V
大
川
田
町
の
中
村
正
さ
ん
と
、
光
と
緑
の
園
現
児
院
へ
ご
預
託
一

一の
忌
明

に

郎

さ

ん

は

、

亡

母
マ
ツ
さ
ん
の
一忌

中
村
明
子
さ
ん
は
拾
得
金
の
還
付

V
西
本
町
の
田
中
照
美
さ
ん
は
幼
一

一
v宮
小
路
三
丁
目
竹
末
八
重
子

さ

明

に
e

金
を

児
用
衣
類
な
ど
の
数
十
点
を

一

c・:
A
B
該
当
者
以
外
の
男
子

試
合
方
法

申
込
数
に
よ
る

参
加
料

無

料

〆
切
十
月
十
九
日

(水
)

申
込
先

大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

そ
の
他

-
参
加
者
は
必
ず
テ
ニ
ス

シ
ュ

ー
ズ
使
用
の
こ
と

-
雨
天
の
場
合
は
中
止

.
連
絡
問
合
せ
先

松
崎
宅

旭
⑤
l
四
七

一
八

森
上
宅

血
③
i
四
六
四
O

公

売

-
電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
の
た
め
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
次
の
と
お
り
公
売
し

ま
す
。買

受
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印

鑑
と
買
受
代
金
を
持
っ
て
ど
参
集

下
さ
い
。

日
時
十
月
二
十
四
日

(月
)

午
前
十
時

場

所

市

役
所
第
二
会
議
室

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
十
月
二
十
四
日

午
前
十
一

時
三
十
分

公
売
物
件

大
村
局

③

|
五
八
O
ニ

※
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
売
却
決
定
を
取
消
し

ま
すそ

の

他

-
移
動
営
業
所
開
設

九
州
電
力

日
時
十
月
二
十
一

日

場
所
・

松
並
二
丁
目
集
会
所

(午
前
九
時
1
十
二
時
)

・
植
松
住
宅
集
会
所

(
午
後

一
時

三
十
分
1
午
後
四
時
三
十
分
〉

実
施
内
容

ω電
気
相
談

・
電
波

障
害
相
談

ω屋
内
配
線
の
診
断
修
理

ω電
気
器
具
の
診
断
修
理

凶
ど
意
見

・
ど
要
望
承
り

※

ω聞
の
修
理
工
賃
は
無
料
サ
l

ビ
ス
で
す
が
、

取
替
部
品
、
材

料
代
は
実
費
を
申
し
受
け
ま
す

-
測
量
実
施
に

ご
協
力
を

県
道
大
村

・
嬉
野
線
道
路
改
良

工
事
の
た
め
測
量
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
地
元
地
主
関
係
者
の
ど
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区

間

広

域
農
道
よ
り
大
切
開
パ

ス
停

間

約

千
三
百
メ
ー
ト
ル

期
間
刊
月
初
日

I
H月
別
日
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